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「
東
京
五
輪
決
定
！
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
勝
利
」 

東
京
都
議
会
議
員 

林 
田 

 
 

武 

悲
願
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

九
月
七
日
、
二
〇
二
〇
年
の
開
催
都
市
を
決
め

る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

私
も
都
議
会
の
代
表
派
遣
団
の
一
員
と
し
て

現
地
に
赴
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
の
会
場
と
な

っ
た
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
。
関
係
者
の
宿
泊
所
シ
ェ

ル
ト
ン
ホ
テ
ル
は
、
立
候
補
都
市
の
応
援
団
で
大

変
な
熱
気
で
し
た
。
私
達
は
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
向
う
猪
瀬
知
事
、
竹
田
理
事
長
、
太
田

選
手
、
佐
藤
選
手
、
滝
川
ク
リ
ス
タ
ル
さ
ん
ら
を

大
声
援
で
送
り
出
し
ま
し
た
。
安
倍
総
理
、
高
円

宮
妃
久
子
さ
ま
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ス
ピ
ー

チ
は
ご
承
知
の
通
り
見
事
な
も
の
で
し
た
。
Ｉ
Ｏ

Ｃ
ロ
ゲ
会
長
が
、
「
東
京
」
と
発
表
す
る
と
、
会

場
を
揺
る
が
す
歓
喜
の
渦
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
大
勝
利
で
し
た
。 

顧
み

ま
す
と
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
再
現
し
た
い 

 

と
い
う
決
断
は
当
時
の
石
原
都
知
事
で
し
た
。 

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
都
議
会
で
表

明
し
た
の
が
最
初
で
す
。
「
二
〇
一
六
年
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
し
て
、
閉
塞
感
に
包
ま
れ

た
日
本
の
政
治
、
経
済
、
社
会
か
ら
脱
皮
す
る

起
爆
剤
に
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
で

し
た
。 

当
時
は
自
民
党
福
田
内
閣
で
し
た
が
、
ネ
ジ

レ
国
会
の
中
、
政
治
、
経
済
と
も
息
詰
ま
っ
て

い
る
時
で
し
た
。
民
主
党
鳩
山
代
表
は
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
へ
な
ど
時
代
錯
誤
」
と
決
め

つ
け
、
管
直
人
に
い
た
っ
て
は
、
「
石
原
知
事
の

都
政
で
の
失
敗
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
回
復
し
よ

う
と
す
る
の
に
、
な
ぜ
国
会
が
議
員
が
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
述
べ
、
民
主
党

の
目
先
の
利
に
と
ら
わ
れ
る
政
治
的
感
覚
、
先

見
性
の
な
い
体
質
に
は
悔
し
い
思
い
を
い
た
し 

ま
し
た
。
そ
ん
な
民
主
党
は
今
、
国
民
の
手
か

ら
離
れ
日
本
の
政
治
が
自
民
党
に
戻
っ
て
き
ま 

し
た
。
安
定
多
数
自
民
党
政
権
、
安
倍
内
閣
だ
か

ら
こ
そ
、
東
京
招
致
が
実
現
し
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

い
よ
い
よ
七
年
後
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
政
治
、

経
済
、
社
会
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
等
々
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
「
夢
と
希
望
の
未
来
」
に
向
け
て
、
躍
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

安
倍
総
理
の
日
本
再
生
「
三
本
の
矢
」
に
も
う

一
本
「
五
輪
の
矢
」
が
加
わ
っ
て
、
日
本
の
外
交
、

内
政
共
、
着
実
に
安
定
し
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
デ
フ
レ
を
脱
却

し
、
良
い
経
済
の
循
環
が
進
む
こ
と
を
私
達
は
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

西
建
協
の
皆
様
も
バ
ブ
ル
の
崩
壊
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
と
不
況
が
続
く
中
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

支
え
、
日
本
を
再
生
し
、「
安
心
・
安
全
・
安
定
」

し
た
社
会
を
築
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  

ー
競
技
も
多
摩

川
で
の
実
施
を

期
待
す
る
市
民

の
声
も
聞
か
れ

始
め
て
い
る
。 

 

二
〇
二
〇
年

に
向
け
て
三
多

摩
都
民
も
、
期

待
を
こ
め
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が

も
た
ら
す
成
果

を

つ

か

む

た

め
、
知
恵
を
あ

み
だ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。 

 

西
多
摩
建
設

業
協
同
組
合
の

御
奮
闘
を
お
願

い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
今
後
の
多
摩
の
振
興
に
つ
い
て 

東
京
都
議
会
議
員 

野 

村 

有 

信 

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定

は
、
東
京
の
み
な
ら
ず
日
本
の
将
来
の
発
展
に
大

き
な
転
機
を
も
た
ら
し
停
滞
し
た
社
会
経
済
状
態

か
ら
脱
皮
し
、
成
長
へ
の
足
が
か
り
に
な
る
。
こ

れ
が
衆
目
の
一
致
す
る
所
で
あ
ろ
う
。 

 

二
十
三
区
を
中
心
と
し
た
東
京
の
各
種
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
来
日
等
々
、
そ
の

経
済
波
及
効
果
へ
の
期
待
が
浮
上
し
て
い
る
。 

 

成
田
、
羽
田
空
港
の
発
着
枠
（
七
五
万
回
）
の

限
界
が
指
摘
さ
れ
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
用
化
（
ビ

ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
発
着
）
を
、
石
原
都
政
を
継

承
し
た
猪
瀬
知
事
も
ま
た
提
唱
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇
一
六
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
四
千
億
円

の
基
金
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
超
え
る 

 

都
の
財
政
支
出
が
必
要
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

森
元
総
理
は
安
易
に
国
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
都
の
財
政
努
力
に
よ
っ
て
対
応
す
る
べ
き

で
あ
る
と
、
主
張
さ
れ
て
い
る
。 

三
多
摩
の
行
政
に
携
わ
る
都
の
中
堅
幹
部

に
は
、
三
多
摩
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
当

す
べ
き
財
源
が
、
犠
牲
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
方
も
い
ら
れ
る
。 

 
私
共
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
大
い
に
歓

迎
す
る
が
、
直
接
的
に
は
開
催
地
域
で
な
い
三

多
摩
の
将
来
に
プ
ラ
ス
に
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
念
願
す
る
。 

ま
た
、
多
摩
川
御
岳
渓
谷
で
国
体
カ
ヌ
ー
競

技
が
開
催
た
れ
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
カ
ヌ 

 

 

第
一
回
地
区
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
報
告 

事
業
委
員
会 

委
員
長 

宮 
 

崎 

一 

二 

三 

 

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
三
十
分
よ
り
、
西
東
京
レ

ー
ン
に
て
地
区
別
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

前
年
ま
で
は
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
約
二
十
年
間
に
わ
た
り
、
伝
統
あ

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ご
参
加
を
頂
く
会
員

各
社
様
の
ご
負
担
等
を
考
慮
し
、
よ
り
参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、 

今
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
企
画
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
並
び
に
賛
助
会

員
の
皆
様
か
ら
三
十
七
名
の
参
加
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

ル
ー
ル
と
し
ま
し
て
は
今
ま
で
と
同
様
地
区
対
抗
と
し
、
ハ
ン
デ
な
し
の
一

人
三
ゲ
ー
ム
合
計
点
を
各
地
区
の
参
加
者
人
数
で
割
り
平
均
点
を
争
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

参
加
者
の
中
に
は
、
腕
に
自
信
の
あ
る
方
や
何
十
年
ぶ
り
に
プ
レ
ー
を
す
る

と
い
う
方
、
地
区
対
抗
戦
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
、
前
日
や
当
日
に
会
場

に
き
て
練
習
を
し
た
と
い
う
方
な
ど
様
々
で
、
賛
助
会
員
か
ら
は
、
マ
イ
ボ
ー

ル
持
参
の
参
加
者
ま
で
飛
び
出
し
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま 

 

し
た
。 

 

プ
レ
ー
中
、
ス
ト
ラ
イ
ク
で
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
あ
り
、
ガ
ー
タ
ー
で
大
笑
い
あ

り
と
、
楽
し
く
健
康
的
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

結
果
は
、
優
勝
奥
多
摩
地
区
平
均
ス
コ
ア
一
三
三
点
、
以
下
は
僅
差
と
な
り
、

準
優
勝
羽
村
・
福
生
地
区
一
二
〇
点
、
三
位
青
梅
地
区
一
一
九
点
、
四
位
あ
き

る
野
・
檜
原
地
区
一
一
七
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

  

○ 地区対抗 順位成績表 

順

位 
チーム名 

参

加 

人

数 

総ｹﾞｰ

ﾑ数 
総得点 

スコア

平均点 

１ 奥多摩地区 9 27 3,601 133.37 

２ 羽村・福生地区 9 27 3,237 119.89 

３ 青梅地区 9 27 3,220 119.26 

４ あきる野・檜原地区 10 30 3,539 117.97 

○ 理事長特別賞 （個人） 
順

位 
氏   名 所  属 

スコア

総得 

１ 岩崎龍之介 成友興業㈱ 517 

２ 高野  真人 ㈱高野保険事務所 494 

３ 清水    誠 清水土木建設㈱ 458 

 

第１回地区対抗ボウリング大会 

初
め
て
の
試
み
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
第
二
回
三
回
と
続
け
ら
れ
ま
す
よ

う
、
事
業
委
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
を
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

最
後
に
、

お
忙
し
い
中

ご
参
加
い
た

だ

き

ま

し

た
、
会
員
並

び
に
賛
助
会

員
の
皆
様
に

御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 
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 ９ 月 事 業 報 告  
２日 午前８時災害対策本部設置、 

〈道路啓開協定業者の自主的出動緊急巡回訓練実施〉 
７１路線を徒歩・自転車・バイク・自動車で巡回し電話及

びＦＡＸ報告を受け、報告書を１０時４０分西建に提出。 
５日 三多摩建設業連合会 

    平成２６年度東京都予算等に対する、都知事、都議会自

民党などに要望書提出及びヒヤリング実施     
  （平成 2６年度東京都予算等に対する要望は、 

           西建協だより９月号掲載） 

１０日 労働衛生週間説明会開催  建災防西多摩分会  
会場 羽村市ゆとろぎ ２階講座室 

１１日 総務委員会 
１２日 理事会 
１３日 東京都若手経営者の会と西建協・若手経営者の会 

意見交換会開催。 
１７日 広報委員会 ２３０号編集発行 
１７日 事業委員会 ボウリング大会当日の打合せ    

２８日 第１回地区別対抗ボウリング大会開催  
    優勝チーム 奥多摩地区  ２位 羽村地区  

 
 １０ 月 事 業 計 画  

１０日 広報委員会 ２３１号編集発行 
２１日 総務委員会 
２４日 理事会 
 
１１月２６日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会 

平成２５年度研修（講演）及び総会開催 
時間 １４時  
会場 あきる野ルピア ホール 

    

〈お知らせ〉     青梅労働基準監督署 

東京都最低賃金が改定され、平成２５年１０月１９日から発効

されることとなりました。 
発効後、最低賃金８６９円を下回っていると最低賃金法違反と

なります。 

リーフレット等は、下記掲載の東京労働局ホームページのトッ

プページの右側にありますので、参照下さい。 

 
 http://tokyo-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 

 
 リーフレット 

http://tokyo-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/tokyo-ro
udoukyoku/chinginka/869japanese.pdf 

 

「東京都若手経営者の会」との意見交換会の実施 
西建協・若手経営者の会 代表幹事 武田 雅由 

 
 先月、西多摩建設業協同組合若手経営者の会は、東京都若手経

営者の会との意見交換会を９月１３日に、青梅市沢井にある煉瓦

堂朱とんぼにて行いました。 
 参加人数は、東京都若手経営者の会から１０名、西多摩建設業

協同組合若手経営者の会から１１名、東京土建から２名の合計２

３名にて盛大に行う事が出来ました。 
 当日の日程としては、午後１時に煉瓦堂朱とんぼに集合、煉瓦

についての講習と、現在、海外で実際に使われていた煉瓦を輸入・

加工し、アンティークタイルとして販売する製品の機能、需要、

加工・販売の苦労等を教えて頂きました。講習終了後は、同敷地

内にあるバーベキューが出来る施設に移動し、バーベキューを行

いながら、東京都若手経営者の会の方々と親睦を図り、意見交換

を行いました。 
 今回の趣旨としまして、東京都若手経営者の会とは、故田村洋

一郎さんが創立し、東京都若手経営者の会前会長を現西多摩建設

業協同組合細沼理事長が務め上げ、西多摩建設業協同組合若手経

営者の会の会員も所属している上、歴代から西多摩建設業協同組

合若手経営者の会の会員の一部ではありましたが、都心で開催さ

れる東京都若手経営者の会の催し物に積極的に参加して来まし

た。 
今回、地元で東京都若手経営者の会との意見交換会のお話を頂

き、普段は、なかなか東京都若手経営者の会に参加出来ない私達

西多摩建設業協同組合若手経営者の会のメンバーが、交流する機

会が出来、広い視野で多くの意見を聞き、今後のお仕事に繋がる

何かきっかけになればと考えて、共同開催となりました。 
東京都若手経営者の会の方々も普段より、西多摩の会員から都

心とは違う西多摩の環境での仕事の苦労を聞いており、西多摩に

来てみたいとの要望があったそうです。今回、榎森副理事長も両

若手の会の立場から出席して頂きましたが、その際、自社の砂防

工事の工事写真ファイルを持って来て頂き、 
説明してもらいました。 
私達の工事内容を理解して 
もらえる良い資料を提供し 
て頂き、榎森副理事長には 
大変感謝しています。 
ありがとうございました。 

バーベキューをしながら 
各自それぞれ親睦を図り、 
お互いの仕事内容を理解し、 
質問を投げ合いながら有意 
義な意見交換会が出来たと思っています。 
今回、週末の平日、午後からと言う事で、地元であっても仕事

で出られない会員が多く、次回このような行事を行う際は、出来

るだけ仕事に負担の掛けない日程を選考したいと思っていますの

で、多くの会員の皆様に出席して頂きたいと思っています。よろ

しくお願い致します。 
 

◎西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会 
平成２５年度研修（講演）及び総会開催 

月日  平成２５年１１月２６日（火曜日）  
会場  あきる野ルピア ルピアホール 

 １部 
研修（講演） １４時～１５時３０分 

    講師・警視庁組織犯罪対策第三課 

・ビデオ上映 タイトル 
・講演、質疑応答  

  ２部 
第８回総会 午後３時４５分～４時３０分 

 

 

〈 お 知 ら せ〉  建災防 西多摩分会 

第１５回西多摩地区安全衛生大会 
日時 １２月６日（金） 午後１時３０分～午後４時３０分 
会場 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ 小ホール 
主催 建災防西多摩分会・青梅労働基準監督署他三団体 

１部 安全衛生活動事例発表 

       トップメッセージ 
 

    ２部 特別講演 

テーマ「今後の安全衛生の課題と 

現場管理」（仮称） 
講師 中災防東京安全衛生教育センター    

多田 敏基一 殿 

 

 


